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学校教育課

公立高校普通科における通学区域(学区)の見謹しについて

現奈の学区態IJ (3通学区域〉
普通科における� 3通学区竣は、� f学校選択の自由を保臨すべきj 、� f徳島市への一極集中の緩

和」、� f地元高校の育成j 、 「学校爵務懇の拡大防止jなどの意見や� f遠Z距離通学を可能な譲り
少なくするJといった観点など、様々な意見・要望を勘案しながら、県議会での議論、� f入学者
選抜制度改欝綾討委員会Jでの審議告踏まえて、平成� 14年� 1丹、徳島県教務委員会において決
定し、平成� 16年度の入試より導入されている。
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高
校
名

小松島・富関西・那賀・
海部

鳴門・板野・開設・名西喬
間i皮西・穴吹・脇町・地畠

域東・城南・城北・徳島北

徳島事立

区

域

小松島市・間階事・勝浦町
上勝町・佐蔀河内村・
那賀町・奨波町・牟岐町ー
機騒密I

鳴門市・吉野川市・阿波市
市・ニ好子若・高井町・

神山町・松茂町・北島町・
藍住町・薮野町・上板野7・
つるぎ町・東みよし町

徳議市
{佐那河内村・神山町・
松茂町・北島荷・藍住
町は、第二学区の高校
にも通学することがで
る。}� 

※ 学校選択にI闘を持たせるための輯農を導入している。
学区外からの合格許容率〈流入車)の設定くむ
・第一学匹…� 10%、 ・第工学区…� 8%、 ・第三学箆…高校ごとに� 8%

昏県内全域安通学区域とする普通科高校の設定
-城の肉、露関東、 111島の� 3高校(中高一貫潟)� 

φ 県内全績を通学区域とする理数科等の専門学科を普通科高校に設置
-域南:応用数理科、城北:理教科学科、徳島北:国醸英語科，諸島市立:理数料、
富関西:理数科.海部数理科学科、主義語:探求科� 

④ 通学区域の制限者適用しないNEO徳島トップスポーツ校強化事業指定校の設置� 

2 通学誌域制は、学ぶ環境の確保につながっている。
現行の学区制において、徳島市立の中学校� 3年生で公立普通科に進学した生徒のうち約� 9割が市

内の普通科に進学しており‘その多くは自宅からもっとも近い普通科高校に進学している。
残る約� i欝jの生徒は市タもの普通科高校に進学しているが、遠距離通学となることに伴う生能・保

護者の時間的・身体的・経祷的な負強は少なくないものと考えられる。
こうした実態の中、学区の拡大や鰭止が行われると、希望に筑して組学区の普通科や専門学科‘

弘立高校への患議変更そを余犠なくされ、多大な負担を強いちれる生徒・保護者が増加する。
取り分け、本県の公共交通機関の運行状況等を考えると、遠距離通学による負姐や不平Ij益は、

徳島市に限らず能市町村の生装・探護者にとっても多大なものである。� 

3 円清な進蕗決定に詩与している。
諺島県は、公立の高校への進学率が様に� 9~Jを超え、高校生の公立在籍率が都道府操第 1 位と

いう、全国的にも特徴的な状況がある。高校進学受目指す受検生の選択肢は、全接的に見ると、
ほぽ公立高校だけであり、誌とんどの生徒にとって、自擦となる受検機会誌、� 3月の公立高校一
般選按の一度だけとなっている。そうした厳しい受検環境の中、通学区域指tJが機能していること
により、一般選抜において、著しい定員超過や定員割れが生乙にくくなっている。結果として‘
ほとんどの全集が、一般選抜をもって進蕗が決定しており、第ニ次募集の実績は小規模なものと
大多数の生徒が、一般選抜そをもって遅義務を決定することができており、学区制は、公立高校への
進学が任倒的な本巣において、県全体の受検生の同請な進路決定に大いに寄与している。

なお、稽島第をはじめ、高校生の公立在籍率の高い都道府築上金� 20位までの約� 7割(13道� 
を採用し続けている実態がある。1]県)が、通学区域指

4 徳島県教官委員合の動き� 
3市町を中心に、通学区域(学区)の廃止を求める意見もあり、平成� 30年6丹、徳島渠教響

委員会より、 「公立高校普通科に設けられている通学広域を� 2020年度入試から見遣すJとの
方針が示され、学識経験者や学校関様者等で携戒する有識者会議を設費し、通学区域制のi在り方
はついて検討が始められている。


